
















































































































しかるにその政治的経済的側面 比較考察してみると川と 基盤を異にし、朝廷に対 ては寧ろ郷戸層と類似する点が多いのでω
に含めない。後者は律令制の郷戸主に典型を求め得る小土地私

















































































































































































































































































































































喜十六年上野介藤原一厚載が百姓上毛野貞並等に殺害されたが大按藤原連江 国術 官人でありな ら賊首と与同し敢て制止を加え




































を将門に同情を寄せた人か、或は将門の主君たる忠平を首班とする貴族政府に批判的な在京の学識ある絹徒主推定している程である （ 川 崎 ） 。
乱の経過を概述すると次の通りである。承平年間平将門は伯父

































































































































































































































織的活動的集団であった。貞盛勢の党的結合もその様な歴史事情を反映し結合の原理は同族結合と う古代家父長制に基づくもよりもっと広範な結合を示している。竹内氏はそれ 「外縁 結合」と考え家族よりも一史に拡大された族的関係た 外
縁的結
合こ









































































































































































































































































「御野国肩県郡肩々皇太宝弐年戸籍」寧楽遺文五四頁石母田正「古代末期政治史序説上」四四頁続日本後紀承和七年三月戊子条、同八年八月辛丑条三宅長兵衛「将門の乱の史的前提」日本書紀孝徳紀大化元年八月丙・申朔庚子条同孝徳紀大化二年三月発亥朔甲子条埼玉県史第一巻続日本紀巻廿二天平宝字三年九月庚寅条日本後紀巻五延暦十五年十一月戊申条同巻十二延暦廿三年正月乙未条直木孝次郎「防人と東国」「駿河国正税帳」寧楽遺又二二一頁続日本紀巻二十七天平神護二年四月壬申条類緊三代格巻十九寛平三年九月十一 官符同官符三代実録巻五貞観三年十一月十六 条三代実録巻四四元慶七年二月九 条扶桑略記寛平元年 月サセ日条三宅長兵衛前掲論文
日本紀略後尚一延喜十六年十月廿七日条扶桑略記二十四裏書醍醐天皇下、延菩十九年五月廿三
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条朝野群載巻廿二天暦元年二月廿日条竹内理
三
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人の武士化」
大森金五郎「武家時代の研究」
L
平田俊春「将門記と扶桑略記」岡田希雄「将門記孜」将門記、以下註なきは将
記に
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石母田正前掲書上所収 の乱について貞信公記五月五日条日本紀略天慶二年二月廿五日条今昔物語集巻廿五ノ一話上横手雅敬「承平天慶の乱の歴史的意義」類緊三代格巻十八昌泰二年九月十九日官符竹内理三「初期の武士団」
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